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ラフカディオ・ハーンと医薬―癒しと救い　　③
溺 死 す る 女
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（The Chief City of Province of the Gods）」から，“嫁が
島”の伝承が紹介されている箇所を紹介したい。
　朝靄のたなびく宍道湖の美しい情景のなかで，「半マ
イルほど先（half a mile away）」に神社のある細長い島
がある，と記述は始められる。それは「雄弁と美の女神
（the Goddess of Eloquence and Beauty）」と説明される
「弁天（Benten）」に捧げられた島で，「嫁が島（Yome-
ga-shima）」すなわち「若い妻の島（The Island of the 
Young Wife）」である。その名の由来は「ある夜，音も
なく夢のように（noiselessly as a dream），湖の深みか
ら「溺れた女の死体（the body of a drowned woman）」
が浮かび上がったが，それは「実に愛らしく，実に信心
深く，そして実に不幸な（very lovely, very pious, and 
very unhappy）」女であった。人々はこれを憐れんでこ
の島を弁天に捧げ，祠を立ててこの溺死した女の遺骸を



























のだ（in the Far East, it is poor Hero that does the 
swimming）」そして，このような状況では，「西洋にお
けるレアンドロスに対する評価は，どうなるのだろう
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図 1　  『怪談』（1904 年）の表紙 
（富山大学附属図書館ヘルン文庫蔵）



























































（the Voice of the Sea is never one voice, but a tumult 
of many voices）」なのであり，それは「溺死者たちの




図 5　  フレデリック・レイトン『ヘーローの最後の眺め』 
（1890 年代か？）
くの死の囁き（the muttering of multitudinous dead）」
であり，「数えきれない幽霊のうめき（the moaning of 


















（a negro, apparently well attired, and wearing a white 
apron）」と「青い衣装を着ている若い有色人種の娘（a 
young colored girl, clad in a blue dress）」で，「うつぶ
せに浮いて（floating upon her face）」いる，風体から
見て女中であると判断される（WLH；第 4 巻 189 頁）。
そして，このような惨状のなかで，「キラキラしている




4 巻 190 頁）。「いたいけな子ども（the frail creature）」
は「絹のスカーフでしっかりと母の身体に結わえ付けら
れ（bound to the mother’s corpse with a silken scarf）」
ていて，死んだ母はといえば「まるで死と同じように強






















slender bones of the hands had been stripped by the 
nibs of the sea-birds）」が，左手の薬指だけは金の指輪
でお守りのように保護され，肉が残っていたよう
（seemed to have been protected by a ring of gold, as 
by a charm）」だったのである。この結婚指輪に刻まれ




































































ずっと騒がしかった（In former years the Heiké were 
much more restless than they now are）」のであり，
「夜通る船に乗りかかって沈めようとしたり（They 
would rise about ships passing in the night, and try to 
sink them），いつでも泳いでいる人を見張っていて（水
底へ）引っ張りこもうとする（to pull them down）」の







「美しく力なき者の運命（fate of the fair and helpless）」
であり，「女子どもの哀れな最期（piteous perishing of 
the women and children）」と「腕に幼い帝を抱いた二
位の尼身投げの段（the death-leap of Nii-no-Ama, with 
the imperial infant in her arms）」を語るときには，「聴
衆は一斉に苦悶を示す長い長いうめきを一同に発した
（all the listeners uttered together one long, long shud-













図 6　  ジョン・エヴァレット・ミレー『オフィーリア』 
（1852 年）
図 7　ジェリコー『メデューズ号の筏』（1818～1819 年）












 1） ハーンはニューオリンズ時代の 1882 年 4 月，ゴーティ
エの短編小説のいくつかを英訳した『クレオパトラの一
夜とその他幻想物語集（One of Cleopatra’s Nights and 
Other Fantastic Romances）』を，ニューヨークの R. 
ワージントン社より自費出版している。













『Works of Lafcadio Hearn』（Boston and New York, 
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